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水
草

み
く
さ

河
。
源
二
つ
あ
り
。
一
水す

じ

の
源
は
、
郡ぐ

う

家け

の
東
北
三
里
一
百
八
十
歩ぶ

な
る
毛
志

も

し

山

よ
り
出
で
、
一
水
の
源
は
、
郡
家
の
西
北
六

里
一
百
六
十
歩
な
る
同
じ
き
毛
志
山
よ
り

出
づ
。
二
つ
の
水
合
ひ
、
南
に
流
れ
て
入
海

に
入
る
。
鮒ふ

な

あ
り
。

現
在
の
朝
酌

あ
さ
く
み

川
を
指
す
。
澄
水

し
ん
じ

山
に
源

が
あ
り
、
当
時
は
「
入
海
」（
現
在
の
宍
道

湖
）
に
そ
そ
い
で
い
た
。
現
在
は
大
橋
川
に

そ
そ
ぐ
。
川
幅
が
狭
く
曲
が
り
く
ね
っ
て
い

る
た
め
、
し
ば
し
ば
洪
水
を
起
こ
し
た
。
河

川
改
修
は
現
在
も
進
行
中
で
、
そ
れ
に
伴
っ

て
、
タ
テ
チ
ョ
ウ
遺
跡
・
西
川
津
遺
跡
・
原

の
前
遺
跡
の
調
査
が
行
わ
れ
、
松
江
市
の
古

代
の
歴
史
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

かつての面影が残る、川津小学校北方付近の朝酌川

嶋
根

し

ま

ね

郡

長
見

な
が
み

川
。
源
は
郡
家
の
東
北
九
里
一
百
八

十
歩
な
る
大
倉

お
ほ
く
ら

山
よ
り
出
で
、
東
に
流
る
。

松
江
市
長
海

な
が
み

町
の
長
海

な
が
み

川
を
指
す
。
枕

ま
く
ら

木ぎ

山
の
東
の
ふ
も
と
か
ら
流
れ
出
し
、
中
海

に
そ
そ
ぐ
。
近
く
に
永
海

な
が
み

神
社
が
あ
る
。

長海川（松江市長海町）

大
鳥

お
ほ
と
り

川
。
源
は
郡
家
の
東
北
一
十
二
里
一

百
一
十
歩
な
る
墓
野

は
か
ぬ

山
よ
り
出
で
南
に
流

れ
、
二
つ
の
水
合
ひ
、
東
に
流
れ
て
入
海
に

入
る
。

長
見
川
（
長
海
川
）
の
支
流
を
指
す
。
墓

野
山
は
八
束
郡
美
保
関
町
の
忠

ち
ゅ
う

山
で
、
こ

こ
を
源
に
南
流
し
、
中
海
に
そ
そ
い
で
い
た
。

こ
の
よ
う
な
小
川
を
わ
ざ
わ
ざ
記
載
し
た
の

は
、
当
時
の
隠
岐
航
路
の
起
点
で
あ
る
千
酌

ち
く
み
の

駅う
ま
や

へ
の
道
筋
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
（
加

藤
義
成
説
）。

大鳥川（松江市長海町）かつては長海川に合流していた。向こ
うには中海・大根島が見える。

加
賀

か

か

川
。
源
は
郡
家
の
正
北

ま
き
た

二
十
四
里
一

百
六
十
歩
な
る
小
倉

を
ぐ
ら

山
よ
り
出
で
、
北
に

流
れ
て
大
海

お
ほ
う
み

に
入
る
。

加
賀
漁
港
に
そ
そ
ぐ
今
の
澄
水

し
ん
じ

川
を
指

す
と
す
る
説
と
、
大
芦

お
わ
し

漁
港
に
そ
そ
ぐ
現
在

の
森
田
川
と
す
る
説
が
あ
る
。
小
倉
山
は
今

の
大
平

た
い
へ
い

山
。

澄水川（島根町加賀）森田川（島根町大芦付近）

野
浪

ぬ
な
み

川
。
源
は
郡
家
の
東
北
二
十
六
里
三

十
歩
な
る
糸
江

い
と
え

山
よ
り
出
で
、
西
に
流
れ
て

大
海
に
入
る
。

八
束
郡
島
根
町
の
里
路

さ
と
じ

川
を
指
す
。「
糸

江
山
」
は
三
坂
山
の
こ
と
。

里路川河口から野波漁港を望む

多
久

た

く

川
。
源
は
郡
家
の
西
北
二
十
四
里
な

る
小
倉
山
よ
り
出
で
、
西
に
流
れ
て
秋
鹿
郡

あ
い
か
の
こ
ほ
り

な
る
佐
太
水
海

さ
だ
の
み
ず
う
み

に
入
る
。
以
上
の
六
つ
の
川

は
、
並
び
に
魚
な
し
。

八
束
郡
鹿
島
町
の
講
武
川
を
指
す
。
大

平
山
の
西
の
ふ
も
と
か
ら
西
へ
流
れ
る
。
現

在
は
松
江
市
内
で
佐
陀

さ

だ

川
と
ほ
ぼ
平
行
し

て
流
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
「
佐
太
水
海

さ
だ
の
み
ず
う
み

」

（
現
在
の
松
江
市
西
浜
佐
陀
町
一
帯
に
あ
っ

た
湖
）
に
そ
そ
い
で
い
た
。

意
宇

お

う

郡

伯
太

は

だ

川
。
源
は
仁
多

に

た

と
意
宇

お

う

と
二
郡
の
堺

な
る

野
か
ど
ぬ

山
よ
り
出
で
、
流
れ
て
母
理

も

り

・

楯た
て

縫ぬ
い

・
安
來

や
す
ぎ

の
三
郷
を
經へ

て
入
海

い
り
う
み

に
入
る
。

年
魚

あ

ゆ

・
伊
久
比

い

ぐ

い

あ
り
。

能
義
郡
伯
太

は
く
た

町
か
ら
安
来
市
を
経
て
中

海
に
そ
そ
ぐ
伯
太

は
く
た

川
を
指
す
。
古
代
に
は
ハ

ダ
川
、
中
世
に
は
ハ
タ
川
と
呼
ば
れ
た
。
春
、

上
流
の
伯
太
町
母
里

も

り

地
区
は
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
祭
り
で
に
ぎ
わ
う
。
下
流
に
は
し
じ
み
が

生
息
す
る
。

伯太川（伯太町井尻付近）

山
國

や
ま
く
に

川
。
源
は
郡
家

ぐ
う
け

の
東
南
三
十
八
里
な

る
枯
見

か
ら
み

山
よ
り
出
で
、
北
に
流
れ
て
伯
太
川

に
入
る
。

安
来
市
上
吉
田
町
か
ら
市
内
を
北
に
流

れ
る
吉
田
川
を
指
す
。
現
在
は
中
海
に
そ
そ

ぐ
が
、
当
時
は
安
来
市
折
坂
町
あ
た
り
で
伯

太
川
に
合
流
し
て
い
た
。
伯
太
川
同
様
、
下

流
で
は
し
じ
み
が
生
息
す
る
。

吉田川（安来市上吉田町別所付近）

飯
梨

い
ひ
な
し

川
。
源
は
三
つ
あ
り
。
一
水

ひ
と
す
じ

の
源
は
、

仁
多
・
大
原

お
ほ
は
ら

・
意
宇
三
郡
の
堺
な
る
田
原

よ
り
出
で
、
一
水
の
源
は
枯
見

か
ら
み

よ
り
出
で
、

一
水
の
源
は
仁
多
郡
の
玉
嶺

た
ま
み
ね

山
よ
り
出
づ
。

三
つ
の
水
合
ひ
、
北
に
流
れ
て
入
海
に
入

る
。
年
魚
・
伊
具
比

い

ぐ

ひ

あ
り
。

飯
梨

い
い
な
し

川
を
指
す
。
中
流
の
広
瀬
町
周
辺

で
は
、
富
田

と

だ

川
と
言
う
。「
三
つ
の
川
」
と
は
、

上
流
で
合
流
す
る
山
佐

や
ま
さ

川
・
比
田

ひ

だ

川
・
宇う

波な
み

川
を
指
す
。
下
流
で
は
砂
の
間
を
ぬ
う
よ

う
に
水
が
流
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ

は
、
近
世
の
砂
鉄
採
取
に
よ
る
「
鉄
穴

か
ん
な

流
し
」

の
た
め
。

戦
国
大
名
・
尼
子

あ
ま
こ

氏
の
本
拠
地
で
あ
る

月
山
富
田

が
っ
さ
ん
と
だ

城
は
、
こ
の
川
の
ほ
と
り
に
あ
っ

た
。
江
戸
時
代

の
大
洪
水
で
沈

ん
だ
城
下
町
の
町

並
み
は
、
今
も
川

底
に
眠
っ
て
い

る
。
今
は
河
川
改

修
が
進
ん
だ
が
、

戦
後
ま
で
は
洪
水

が
多
か
っ
た
。

飯梨川（広瀬町新宮橋付近）

筑
陽

つ
き
や

川
。
源
は
郡
家
の
正
東

ま
ひ
が
し

一
十
里
一
百

歩ぶ

な
る
荻を

ぎ

山
よ
り
出
で
、
北
に
流
れ
て
入
海

に
入
る
。
年
魚
あ
り
。

八
束
郡
東
出
雲
町
意
東

い
と
う

を
流
れ
る
意
東

い
と
う

川
を
指
す
。
荻お

ぎ

山
は
八
束
郡
八
雲
村
の
星
上

ほ
し
か
み

山
で
、
こ
こ
か
ら
流
れ
出
て
中
海
に
そ
そ
ぐ
。

八
束
郡
八
雲
村
、
松
江
市
、
東
出
雲
町

を
流
れ
、
中
海
に
そ
そ
ぐ
意
宇

い

う

川
を
指
す
。

熊
野
山
は
、
八
雲
村
と
能
義
郡
広
瀬
町

の
境
の
天
狗
山
を
指
す
。
上
流
で
は
熊
野

川
、
下
流
で
は
出
雲
郷

あ

だ

か

え

川
と
も
言
う
。

意
宇
川
は
当
時
の
国
庁
の
最
も
近
く
を

意東川（東出雲町上意東付近）

意
宇

お

う

川
。
源
は
郡
家
の
正
南
一
十
八
里
な

る
熊
野

く
ま
ぬ

山
よ
り
出
で
て
北
に
流
れ
、
東
に
折

れ
、
流
れ
て
入
海
に
入
る
。
年
魚
・
伊
具

比
あ
り
。

流
れ
る
川
で
、
四
季
折
々
の
景
色
は
大
和

か
ら
赴
任
し
て
き
た
貴
族
の
心
を
と
ら
え
、

万
葉
集
に
も
歌
わ
れ
た
。
八
雲
村
日
吉
に

切
通

き
り
と
お

し
を
作
る
近
世
の
難
工
事
に
よ
っ
て
、

流
路
は
定
ま
り
、
治
水
・
耕
地
拡
大
に
貢

献
し
た
。

日吉切通し。近くには、親水公園もある。

野
代

ぬ
し
ろ

川
。
源
は
郡
家
の
西
南
一
十
八
里
な

る
須
我

す

が

山
よ
り
出
で
、
北
に
流
れ
て
入
海
に

入
る
。

現
在
の
忌
部

い
ん
べ

川（
乃
白

の
し
ら

川
）
を
指
す
。
須

我
山
は
、
大
原
郡
大
東
町
と
八
束
郡
八
雲

村
の
境
の
八
雲
山
で
、
こ
こ
か
ら
北
に
流
れ

宍
道
湖
に
そ

そ
ぐ
。
流
域

に
は
千
本
ダ

ム
、
大
谷
ダ

ム
が
あ
り
、

松
江
の
水
が

め
と
な
っ
て

い
る
。

忌部川（西忌部町下忌部付近）

玉
作

た
ま
つ
く
り

川
。
源
は
郡
家
の
正
西
一
十
九
里
な

る
阿
志

あ

し

山
よ
り
出
で
、
北
に
流
れ
て
入
海
に

入
る
。
年
魚
あ
り
。

八
束
郡
玉
湯
町
を
流
れ
る
玉
湯
川
を
指

す
。
玉
の
原
料
と
な
る
メ
ノ
ウ
や
碧
玉

へ
き
ぎ
ょ
く

を
産

出
す
る
花
仙
山

か
せ
ん
ざ
ん

の
西
を
流
れ
、
流
域
に
は
出

雲
玉
作

た
ま
さ
く

跡
、
史
跡
公
園
、
資
料
館
な
ど
が

あ
る
。
ま
た
、
玉
造
温
泉
は
島
根
を
代
表
す

る
観
光
地
で
四
季
を
通
し
観
光
客
で
に
ぎ

わ
う
。

玉湯川（玉湯町玉造付近）

來
待

き
ま
ち

川
。
源
は
郡
家

ぐ
う
け

の
正
西

ま
に
し

二
十
八
里
な

る
和
奈
佐

わ

な

さ

山
よ
り
出
で
、
西
に
流
れ
て
山
田

村
に
至
り
、
更
に
折
れ
て
北
に
流
れ
て
入
海

い
り
う
み

に
入
る
。
年
魚

あ

ゆ

あ
り
。

八
束
郡
宍
道
町
を
流
れ
、
宍
道
湖
に
そ

そ
ぐ
来
待

き
ま
ち

川
を
指
す
。
流
域
に
は
、
来
待
石い

し

灯
籠

ど
う
ろ
う

の
産
地
や
来
待
温
泉
が
あ
る
。

来待川河口から宍道湖方面を見る

宍
道

し
し
じ

川
。
源
は
郡
家
の
正
西
三
十
八
里
な

る
幡
屋

は
た
や

山
よ
り
出
で
、
北
に
流
れ
て
入
海
に

入
る
。
魚
な
し
。

八
束
郡
宍
道
町
の
佐
々
布

さ

そ

う

川
を
指
す
。

Ｊ
Ｒ
木
次

き
す
き

線
、
国
道
五
四
号
線
に
ほ
ぼ
沿

っ
て
北
に
流
れ
、
宍
道
湖
に
そ
そ
ぐ
。

そ
の
ほ
か
「
津
間
抜

つ
ま
ぬ
き

池
」「
真
名
猪

ま

な

い

池
」
と

記
載
が
あ
る
が
、
そ
の
場
所
は
明
確
で
な
い
。

佐々布川（宍道町佐々布付近）

意宇川（東出雲町春日付近）

講武川（八束郡鹿島町名分付近）

法
吉
坡

ほ
ふ
き
の
つ
つ
み

。
周め

ぐ

り
五
里
。
深
さ
七
尺
ば
か
り
あ

り
。
鴛
鴦

を

し

・
た
か
べ

・
鴨
・
鯉
・
鮒
・
須
我
毛

す

が

も

あ
り
。
夏
節

な

つ

に
当
り
て
尤

も
っ
と

も
美う

ま

し
き
菜
あ
り
。

現
在
の
松
江
市
黒
田
町
・
春
日
町
・
法ほ

っ

吉き

町
あ
た
り
に
広
が
っ
て
い
た
、
直
径
九
〇

〇
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
二
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の

池
と
考
え
ら
る
。
水
鳥
が
群
が
り
、
コ
イ
や

フ
ナ
、
食
用
に
な
る
藻
が
採
れ
た
と
い
う
。

こ
の
あ
た
り
は
池
だ
っ
た
せ
い
で
、
今
で
も

地
盤
沈
下
地
帯
。

真山の山頂から黒田町方面を見る
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